
17　　銅像、肖像画、建築など

も
の
だ
け
を
公
共
の
た
め
に
大
切
に
保
存
し
、
適
切
に
活
用
を
図
っ
て
い

く
と
い
う
訳
で
す
。

　

指
定
制
度
は
有
効
に
働
い
て
い
る
面
も
あ
り
ま
す
が
、
既
存
の
基
準
や

カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
漏
れ
て
し
ま
う
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、

現
在
の
価
値
体
系
や
枠
組
み
の
外
側
に
あ
る
も
の
を
拾
い
上
げ
る
制
度
に

は
な
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
が
共
有
さ
れ
る
な
か
で
、

二
〇
〇
〇
年
に
「
文
化
資
源
（Cultural 

Resources

）」
の
名
前
を
冠

し
た
専
攻
が
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
に
設
置
さ
れ
、
二
〇

〇
二
年
に
文
化
資
源
学
会
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
の
学
術
的
な
動
向

を
踏
ま
え
、
潜
在
的
価
値
を
有
し
な
が
ら
着
目
さ
れ
て
い
な
い
モ
ノ
や
現

象
へ
の
豊
か
な
ま
な
ざ
し
を
呼
び
起
こ
す
た
め
、
今
回
の
公
開
講
座
を

「
文
化
資
源
と
し
て
の
一
橋
大
学
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

　

銅
像
、
肖
像
画
、
建
築
は
大
学
の
歩
み
を
今
に
伝
え
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に

魅
力
と
彩
り
を
添
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
作
ら
れ
た
経
緯
や
担
っ
て
い

る
機
能
は
多
様
で
あ
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
別
個
に
論
じ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
も
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
呼
ぼ
う
と
す
れ
ば
文
化
財
と
い
う
言
葉

が
頭
に
浮
か
び
ま
す
。
一
九
五
〇
年
に
施
行
さ
れ
た
文
化
財
保
護
法
に
は
、

文
化
財
の
定
義
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
し
面
倒
で
す
が
、
改
正
を
重

ね
た
現
在
の
条
文
の
一
部
を
引
用
す
る
と
、
建
造
物
、
絵
画
、
彫
刻
、
工

芸
品
、
書
跡
、
典
籍
、
古
文
書
な
ど
の
「
有
形
文
化
財
」、
演
劇
、
音
楽
、

工
芸
技
術
な
ど
の
「
無
形
文
化
財
」、
そ
の
他
に
「
民
俗
文
化
財
」「
記
念

物
」「
文
化
的
景
観
」「
伝
統
的
建
造
物
群
」
と
い
っ
た
大
ま
か
な
分
類
が

挙
が
っ
て
い
ま
す
。
文
化
財
は
国
や
地
方
自
治
体
が
そ
の
価
値
を
判
断
・

評
価
し
、
指
定
す
る
と
い
う
制
度
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
選
別
さ
れ
た

報
告
1
　
平
成
二
七
年
度
一
橋
大
学
春
季
公
開
講
座

銅
像
、
肖
像
画
、
建
築
な
ど

小
泉
順
也



図一　荒井陸男《福田徳三先生》（修復後）
一橋大学附属図書館

図二　宮本三郎《中山伊知郎先生》（修復
後）一橋大学附属図書館
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一
橋
大
学
は
約
四
〇
点
の
肖
像
画
に
加
え
て
、
レ
リ
ー
フ
も
含
め
る
と
約

二
〇
点
の
銅
像
・
彫
像
を
所
蔵
し
て
お
り
、
教
鞭
を
執
ら
れ
た
先
生
方
は

姿
を
変
え
て
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
守
っ
て
い
ま
す（

3
）。
最
近
、
本
学
の
肖
像

画
に
は
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
荒
井
陸
男
（
一
八
八
五
―
一
九
七

二
）
に
よ
る
福
田
徳
三
先
生
（
一
八
七
四
―
一
九
三
〇
）
の
肖
像
画
〔
図

一
〕、
宮
本
三
郎
（
一
九
〇
五
―
一
九
七
四
）
に
よ
る
中
山
伊
知
郎
先
生

（
一
八
九
八
―
一
九
八
〇
）
の
肖
像
画
〔
図
二
〕
が
、
二
〇
一
五
年
三
月

に
修
復
を
終
え
た
の
で
す
。
埃
や
鳩
の
糞
で
汚
れ
て
い
た
画
面
や
裏
側
は

見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
り
、
亀
裂
を
補
彩
し
、
画
布
の
張
り
具
合
を

調
整
す
る
こ
と
で
表
情
も
和
ら
い
だ
よ
う
に
思
い
ま
す
。
現
在
、
今
後
の

　

文
化
財
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
一
橋
大
学
の
兼
松
講
堂
、
旧
門
衛

所
、
東
本
館
は
二
〇
〇
〇
年
に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
に
指

定
さ
れ
ま
し
た（

1
）。
ま
た
、
木
下
昌
大
建
築
設
計
事
務
所
が
設
計
し
た
機

能
的
で
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
を
備
え
た
空
手
道
場
は
、
国
立
キ
ャ
ン
パ

ス
に
新
た
な
風
景
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
こ
の
建
物
は
二
〇
一
二
年
の
グ

ッ
ド
・
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し（

2
）、
一
橋
大
学
に
対
す
る
従
来
の
イ
メ
ー

ジ
に
小
さ
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
と
き
に
ゆ
っ
く
り
と
、
と
き
に

大
胆
に
キ
ャ
ン
パ
ス
は
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

建
物
の
改
築
や
新
築
は
今
後
も
出
て
く
る
は
ず
で
す
が
、
既
存
の
肖
像

画
や
銅
像
に
新
た
な
仲
間
が
増
え
る
見
込
み
は
な
い
で
し
ょ
う
。
現
在
、



図三　渡辺弘行《堀光亀先生像》
一橋大学

図四　石河光哉《堀光亀先生》
一橋大学附属図書館
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え
て
い
ま
す
。
実
は
苗
字
は
違
い
ま
す
が
、
作
者
の
石
河
は
像
主
の
堀
の

実
弟
で
し
た
。
学
問
と
芸
術
と
い
う
異
な
る
道
を
歩
ん
だ
兄
弟
は
、
肖
像

画
を
通
し
て
今
も
対
話
を
続
け
て
い
る
の
で
す
。

　

今
回
は
直
前
に
題
目
を
変
更
し
、「
な
ど
」
を
付
け
加
え
ま
し
た
。
そ

れ
は
最
後
に
立
て
看
板
を
取
り
上
げ
た
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
従
来
の

立
て
看
板
は
ベ
ニ
ヤ
板
に
ペ
ン
キ
を
用
い
て
描
い
た
も
の
で
し
た
が
、
メ

ッ
シ
ュ
タ
ー
ポ
リ
ン
と
呼
ば
れ
る
丈
夫
な
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
織
物
に
印
刷
し

た
も
の
を
紐
で
括
り
付
け
た
運
動
部
の
看
板
が
、
二
〇
一
四
年
頃
か
ら
少

し
ず
つ
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
写
真
を
取
り
込
む
こ
と
が

可
能
な
媒
体
で
、
屋
外
で
の
設
置
に
適
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
が
見

た
も
の
の
な
か
で
最
も
好
き
な
立
て
看
板
は
、
二
〇
一
二
年
に
第
一
六
回

活
用
方
法
や
修
復
計
画
に
つ
い
て
は
検
討
を
続
け
て
い
ま
す（

4
）。

　

本
来
は
肖
像
画
に
せ
よ
銅
像
に
せ
よ
、
作
者
や
像
主
を
知
ら
な
け
れ
ば
、

そ
の
面
影
を
受
け
止
め
、
そ
こ
に
あ
る
内
実
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
断
片
的
な
情
報
を
与
え
ら
れ
た
だ
け
で
も
、
無
味
乾
燥
に

見
え
て
い
た
も
の
が
生
き
生
き
と
動
き
始
め
、
雄
弁
に
語
り
か
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
東
キ
ャ
ン
パ
ス
の
東
本
館
の
近
く
に
、
海
運

学
の
創
始
者
で
あ
る
堀ほ
り

光み
つ

亀き

先
生
（
一
八
七
五
―
一
九
四
〇
）
の
銅
像
が

置
か
れ
て
い
ま
す
〔
図
三
〕。
そ
の
口
髭
を
た
く
わ
え
た
姿
は
、
東
京
美

術
学
校
で
学
ん
だ
石い
し

河こ

光み
つ

哉や

（
一
八
九
四
―
一
九
七
九
）
の
筆
に
よ
っ
て

肖
像
画
に
も
描
か
れ
ま
し
た
〔
図
四
〕。
頰
や
額
に
刻
ま
れ
た
皺
、
正
装

で
白
手
袋
を
右
手
で
握
っ
た
様
子
は
、
い
く
ら
か
緊
張
し
た
面
持
ち
を
伝



図五　第 16回小平祭実行委員会「チャリ撤去」
2012年 5月 31日撮影
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小
平
祭
実
行
委
員
会
が
作
成
し
た
「
チ
ャ
リ
撤
去
」
で
す
。
図
版
で
は
分

か
り
に
く
い
で
す
が
、
赤
い
文
字
は
周
囲
を
白
く
塗
り
つ
ぶ
し
た
後
の
塗

り
残
し
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
地
と
図
を
反
転
さ
せ
て
お
り
、
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
の
効
い
た
配
色
と
手
形
を
加
え
た
構
図
に
よ
っ
て
印
象
的
な
デ
ザ

イ
ン
を
生
み
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
は
取
り
と
め
の
な
い
指
摘
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
、
こ
う
し
た
情
報
を
頭
の
片
隅
に
留
め
た
な
ら
ば
、
キ
ャ

ン
パ
ス
の
見
方
は
変
わ
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
文
化
財
や
美
術
品
に
限
ら

ず
、
普
段
は
意
識
し
な
い
も
の
に
も
思
い
が
け
な
い
視
点
や
背
景
が
潜
ん

で
い
ま
す
。
ふ
と
歩
み
を
止
め
て
あ
た
り
を
見
ま
わ
し
、
わ
ず
か
に
聞
こ

え
る
声
に
耳
を
傾
け
て
み
た
と
き
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
風
景
に
気
付

く
で
し
ょ
う
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、「
文
化
資
源
」
と
名
付
け
ら
れ
る
よ

う
な
一
橋
大
学
の
新
た
な
側
面
な
の
で
す
。
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（
1
）「
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
」
に
一
橋
大
学
の
情
報
も

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。http://bunka.nii.ac.jp/

　
　
（
最
終
ア
ク
セ
ス
、
二
〇
一
五
年
九
月
二
五
日
）

（
2
）http://w

w
w
.g-m

ark.org/aw
ard/describe/39 

391

（
最
終
ア
ク
セ
ス
、
二
〇
一
五
年
九
月
二
五
日
）

（
3
）
数
点
の
洩
れ
は
あ
り
ま
す
が
、
以
下
の
サ
イ
ト
に
一

橋
大
学
の
「
学
内
肖
像
画
・
銅
像
等
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。http://w
w
w
.hi 

t-u.ac.jp/guide/outline/portrait.htm
l

（
最
終
ア

ク
セ
ス
、
二
〇
一
五
年
九
月
二
五
日
）

（
4
）
大
学
の
肖
像
画
、
銅
像
・
彫
像
を
活
用
し
た
事
例
を

挙
げ
ま
す
。
木
下
直
之
編
『
博
士
の
肖
像
画

―
人

は
な
ぜ
肖
像
を
残
す
の
か
』（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）、

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
、
一
九
九
八
年
。
図
録

は
作
成
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
最
近
で
は
早
稲
田
大

学
で
肖
像
画
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
早

稲
田
の
名
士
た
ち
」、
早
稲
田
大
学
會
津
八
一
記
念

博
物
館
、
二
〇
一
五
年
九
月
四
日
―
二
〇
一
六
年
一

月
二
八
日
。

註

（
こ
い
ず
み　

ま
さ
や
／
言
語
社
会
研
究
科
准
教
授
）


